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1.1

現在、「科学と社会」に関して様々な問題があることは誰でも認めると思

います。しかし、では何が本質的・根本的な問題であるかにっいては、各人

がそれぞれ異なる認識を持っている、というよりむしろ、確固とした認識を

持っ人は少ないのではないでしょうか、1。

総研大基盤機関の行っているような基礎科学においても、
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.「生命倫理を動揺させている」など、一般社会のもっ、科学に対する漠

然とした恐怖感、

.「科学は十分進歩したので、もう巨額な研究はしなくてよい」から「科

学は悪だ」まで様々なバージョンの「反科学」、

.小学生から大学まで見られる「理科ばなれ」、さらに研究者にも見られ

る「知識の空洞化」、

.すぐに成果を上げ、実社会に役立つ研究への圧力、
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など「基礎科学の危機」と考えられる状況を実感している研究者も多いと思

います。今後とも基礎科学を発展させていくには社会との調和を深刻に考え

る必要があります。基礎科学、科学研究に対する批判、反感に対して、科学

者の側からも社会への説明、社会との対話に努力するのは当然ですが、個別

の批判への対応だけで十分とは思えません。基礎科学のさまざまな専門分

野は、それぞれ分野固有の問題をかかえているでしょうが、その中から一般

的、根元的な問題を探り出し、それらを総合的に検討する場が必要とされて

いると思います。日本を代表する最先端の基礎研究を行っている大学共同利

用機関を基盤とする総研大は、このような問題にとりくむには最良の場であ

るだけでなく、そのような研究が最も必要とされる場でもあるのではないで

しょうか。

☆平田光司☆

本共同研究は、総研大および基盤研究機関の研究者が、この重要な問題を

学問的に考えるための場を提供し、科学研究活動の社会的側面について、ま

た、それを科学研究に反映させる方法について研究するものです。本共同研

究は同時に、そのような研究活動のためのフィージビリティスタディとも考

えられます。その成果は基盤機関のアカウンタビリティーにも反映されると

同時に、日本、世界の科学の将来にとって重要な貢献になり得るものと老え

ます。

メンバーは常に「募集中」です。興味のある方は代表者までご連絡くださ

い。(本共同研究のホームページは
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http://koryu.soken.ac.jp/home/kyodo/SS/invitation.html

にあります)。

本共同研究の成果は、何らかの形で総研大の教育にも反映させる他、必要

かっ可能ならば、出版、授業、一般の講演会開催などの形で社会に還元して

いきたいと思います。また学問分野として形成できる見通しがっいたならぱ

研究の大規模化(総研大グループ研究)、新研究機関の設立、新専攻の設立、

への拡大も視野にいれておきたいと思います。

1.2 2000年度の活動

本共同研究は、まず、その成立ちからしてちょっと変わっています。

「科学と社会」の研究にっいては、確固とした研究方法が確立しているわ

けではなく、学問としての新分野です。こういう場合、共同研究メンバーを

一定の方針のもとに選択するよりは、ともかく関心のある方に集まってもら

い、その中で研究方針も決めていく方が(運営は大変でも)より本質的な発

展が望めるでしょう。このため、本共同研究のメンバーは総研大内部で公募

し、そのメンバーが決まった後に合議の上で総研大外部からの参加者にも呼

びかけました、2。総研大およびその基盤機関の教官、学生は誰でも、そうで

ない方も現メンバーの了承によってメンバーとなることができることとしま

した。科学ジャーナリズムの重要性は多くのメンバーが痛感していたことも

あり、積極的にジャーナリストに呼びかけ、少数ではありますが、強力なメ

ンバーを獲得することもできました。

3

、2 このメンバー公券剛共岡研窕は、共同研究突施斐項第 3 条の「七ンター運誉委貝会

1!」定の研究課題を選定し、これにっいての参加名を募架することができる」を小は、

かした初めての試みです。 2000 午5"末まで参加名を学内公券し、 6刀のセンター

述僻委U公で新規艾.阿研究としての承.忍を受け、スタートしました
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共同研究第一年目にあたる2000年度には、メンバーの問題意識を共有

化するために、下の表のようにほぼ毎月研究会を開いてメンバーによる講演

と質疑応答を行いました(講演題目は本論文集に記載のものとほぽ同じ)。
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7月7日

9月6日

10月31日

12月8日

1月3 1日

2月1 6日

3月1 2 ~ 1 3日

東京丸の内ホテル

東京丸の内ホテル

東京丸の内ホテル

東京丸の内ホテル

パレスホテル

パレスホテル

熱海潮音荘

前述の様に、ある方針の下にメンバーを集めたわけでは無いので、はたし

て議論がかみあうかどうか心配もしましたが、毎回、様々に異なる視点から

の講演十議論は大変刺激的でした。

☆平田光司☆

なお、現在のメンバーは 2 0 名(学内 11名、基盤機関 4 名、学外5 名)

です。

メンバーの自己紹介と研究方針の確認

縣秀彦、平田光司

柳本武美、神沼克伊

保坂直紀、磯部誘三

柴崎文一、永山國昭

井口春和、高岩義信

笹尾真実子、鄭躍軍、中川尚子

本論文集「科学と社会2000」1.3

この論文集の論文は、各メンバーが講演内容をもとに、講演後におこなわ

れた議論を加味して書かれたものです。共同研究の報告としてよりも、広く

総研大内外に批判をあおぎ、今後の研究活動の参考になるものにしたいと考

えています。

大体の配置としては以下のようにしました(あまりにも雑な特徴づけであ

ることを、読者にも著者にもお許し願います)。

.「科学的事実」をめぐる論点(2、 3、 4 章)
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.科学者側の問題点(5、 6、フ、 8 章)

.社会の科学理解(9、 10、 11、 12 章)

.倫理のとらえかた(13、 14 章)

著者の所属で「XX専攻」となっているのは総合研究大学院大学の専攻名

です。

なお、 1999年度湘南レクチャー「社会の中の科学」、)の講義録を出版

すべく努力していましたが、断念せざるを得なくなりました。そのためにい

ただいていた中島秀人、中島貴子両氏の原稿は、内容的にも本書の趣旨に

一致すると考えられることから、本書 15、 16章として載録させていただき

ます。

*)総研人洲南レクチャーは全1司の大学院の学生をヌJ象にした合布力式による短刈集小型の授業
です。「社会の小の科学」は 1999年8月23 ~ 2 5 Πに菜山で行われました。誹義名と講師

を以ドに示します。

社会の小の科芋

科・学と科学老の将来

科学技術論人門

1京・了・カテクノロジーを例として

練子核科学の半世紀

STSとは何かーその川念と尖際一

SSC 計1111i

火文学と社公

遺fム・f技術と村.会

NG0 と科学研窕
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http://koryu.soken.ac.jp/home/syonan/syounan99.html

楠単な桜告は

平Ⅲ光司(研火教育研究交流センター)

佐藤文隆(京都大学)

佐々木力(東京大学)

小井浩二(来京理科大学)

小島秀人(東京工業火学)十小島貴子(来京大学)
高岩義伝(高エネルギー加速芥研究機"D

磯部誘三(光科学4U幻

立岩真也(信州大学)

藤煉寿利(止めよう!ダイオキシン

汚染関束ネットワーク)

にあります。




